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部門 新築 建物種別 住宅

建物名称 所在地

用途 戸建住宅 延床面積 － ㎡

設計者 施工者 －

事業期間 平成21年度～平成22年度

参考図

概評
様々な省CO₂技術をバランス良く導入しており、LCCO₂削減効果も高く、住宅コストもリーズナブルで普
及への期待が大きい点を評価した。工務店ネットワークへの段階的普及を意図した第１ステップとして
提案されており、第2ステップ以降の全国展開に期待する。

つくり手・住まい手・近隣が一体となった
地域工務店型ライフサイクル省CO₂木造住宅

株式会社アキュラホーム

事業
概要

提案
概要

近隣住戸への影響も考慮した街区レベル省CO₂設計手法により、普及型省CO₂木造住宅を主宰する
工務店ネットワークへの段階的な普及を目指したモデルプロジェクト。また、近隣住人にも「住まい方
ガイド」の配布など情報提供することによる省CO₂活動の拡張を目指す。

－
東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、
茨城県のいずれか

－

 ＳＴＥＰ１（Ｈ21年度～Ｈ22 年度） 
本モデル事業（アキュラホームによるモデル棟７棟建設） 

ＳＴＥＰ３（Ｈ23 年度～） 

全国工務店ネットワーク約 450 社による 

全国展開（年間約 9,000 棟規模） 

ＳＴＥＰ２（Ｈ22 年度～） 

全国工務店ネットワーク内リーディングメンバー 

による地域展開（年間約 200 棟規模） 

１．製造・流通段階
（１）基本性能の確保

（２）自然エネルギーの利用

（３）街区レベル省CO2設計手法

（４）高効率設備の採用

２．建設段階

地域材による地産地消、自社物流センター

による廃棄物削減、搬入回数削減等

「マイスター認定取得者」による精度の高い

断熱工事、地域・立地条件・相隣関係を考慮

した街区レベルの自然エネルギー利用設計

（１）リサイクル

（２）リユース

（３）リデュース

４．解体段階

リサイクル材の採用、構造材のリユース、

住宅の長寿命化等により省資源・廃棄物抑制

（１）住まい方の情報提供・行動誘発

（２）住まい手の省CO2意識喚起

（３）更新時の環境負荷軽減

３．居住段階

自然エネルギー活用のための視覚的ツール、

『住まい方ガイド』等により「住まい手」

に省CO2的な住まい方を啓発

（１）地域材活用

（２）廃棄物削減

（３）資源の有効活用

住宅のライフサイクルにおける
総合的な省CO2対策




